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午前10時１分開会

会議に付した案件

○意見聴取

大崎町のＳＤＧｓの取組について

○協議事項

１．次回委員会について

２．その他

出席委員（11人）

委 員 長 満 行 潤 一

副 委 員 長 佐 藤 雅 洋

委 員 井 本 英 雄

委 員 中 野 一 則

委 員 濵 砂 守

委 員 山 下 博 三

委 員 二 見 康 之

委 員 武 田 浩 一

委 員 田 口 雄 二

委 員 重 松 幸次郎

委 員 有 岡 浩 一

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

意見聴取のために出席した参考人

鹿児島県大崎町役場

企 画 調 整 課 長 中 野 伸 一

企画調整課長補佐 中 村 健 児

事務局職員出席者

政策調査主任主事 内 田 祥 太

政策調査課主査 菊 地 潤 一

○満行委員長 ただいまから、持続可能な地域

づくり対策特別委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが､お手元に配付の日程（案）を御覧ください。

本日は、当初、７月の県内調査先の候補とし

ていた、鹿児島県大崎町のＳＤＧｓの取組につ

いて、ウェブ会議システムＺｏｏｍによる調査

を実施いたします。大崎町では、ゴミ問題を出

発にＳＤＧｓの取組を進めておられますが、住

民参画や課題解決のプロセスなど、本県の参考

になる部分が多々あると思います。その後、次

回委員会等について御協議いただきたいと思い

ますが、このように取り進めてよろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、そのように決定いた

します。

では、ウェブ会議システム準備及び傍聴人入

室のため、暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○満行委員長 委員会を再開いたします。

本日は、鹿児島県大崎町と、ウェブ会議シス

テムＺｏｏｍによる調査を実施したいと思いま

す。

初めに、一言御挨拶を申し上げます。私ども

は、宮崎県議会持続可能な地域づくり対策特別

委員会です。私は、この特別委員会の委員長を

しています都城市選出の満行潤一です。本日は、

大変お忙しい中、中野課長様はじめ調査に御協

力いただき誠にありがとうございます。本日の

委員会では、大崎町様のＳＤＧｓの取組を中心

に御説明いただきますとともに、意見交換をさ

せていただきたいと存じますので、どうぞよろ
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しくお願いいたします。

それでは、委員を紹介いたします。

最初に、私の隣が西臼杵郡選出の佐藤雅洋副

委員長です。

続きまして、延岡市選出の井本英雄委員です。

西都市・西米良村選出の濵砂守委員です。

都城市選出の山下博三委員です。

都城市選出の二見康之委員です。

串間市選出の武田浩一委員です。

えびの市選出の中野一則委員です。

延岡市選出の田口雄二委員です。

宮崎市選出の重松幸次郎委員です。

宮崎市選出の有岡浩一委員です。

それでは、大崎町様、よろしくお願いいたし

ます。

○中野課長 皆さん、こんにちは。本来なら、

こちらのほうにお越しいただきまして、現地の

視察等をしていただければよろしかったんで

しょうけれども、このような御時世でございま

すので、致し方ないところかなと思いますが、

ちょっとＺｏｏｍでのこういう研修というのも

なかなかないもので、うまく私どもの説明をお

伝えすることができるかどうか不安ではござい

ますけれども、何とか頑張って説明したいと思

いますので、御理解いただきますようよろしく

お願いいたします。

○満行委員長 よろしくお願いいたします。

○中野課長 まず、出席者の紹介ということで

私は、企画調整課長の中野と申します。よろし

くお願いいたします。

○中村課長補佐 同じく大崎町役場企画調整課

の中村と申します。本日はよろしくお願いしま

す。

○満行委員長 お願いいたします。

○中野課長 それでは、概要説明に早速入らせ

ていただきたいと思います。

まず、私のほうから、ＳＤＧｓ未来都市に至

るまでの経緯、これまでのことをお話ししまし

て、続きまして、これからのといいますか、未

来都市の中身につきまして、中村補佐から説明

をさせていただきたいと思います。

では、資料に基づきましてお話しさせていた

だきます。

○中村課長補佐 画面共有します。

○中野課長 それでは、資料に基づきまして説

明させていただきます。

まず、オンライン視察研修資料ということで、

「世界標準、大崎に向けて」というタイトルを

つけさせていただきました。非常に大きく出た

とよく言われるんですけれども、町がＳＤＧｓ

未来都市に選定された際に、プレゼンの中で使っ

た資料でございます。

大崎町の概要でございますが、人口１万2,951

人─今回の国勢調査でさらに減少が危ぶまれ

ているところではございますが、世帯数が6,700

弱、面積が100.67平方キロメートル、農業が主

幹産業となっている町でございまして、うなぎ

ですとか、宮崎県さんには負けてしまうんでしょ

うけれどもマンゴーであるとか、パッションフ

ルーツであるとか、豊富な農産物を背景として、

ふるさと納税額が全国上位にランキングされて

おります。都城市さんには本当に、追いつけ追

い越せ、なかなか追いつけないんですけれども、

令和元年度の金額は約28億円で、ふるさと納税

が始まる前でいけば、町の一般会計が約60億円

ぐらいだったんですけれども、今、28億円程度

の財源といいますか、ふるさと納税額を頂きま

して、累計では112億円を超えておりますので、

町の財源としては非常に大きなものとなってい

るところでございます。
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続きまして、令和元年度のＳＤＧｓ未来都市

に選定された訳でございますが、未来都市に選

定されたきっかけというのは、実はごみ問題か

ら始まっております。

この画面に映っている広い敷地は、本町と志

布志市さんの一部事務組合で構成している廃棄

物の埋立処分場でございます。もともと本町、

志布志市というところは焼却施設がない町で、

全てのごみを黒い袋に入れて、この埋立処分場

で処分をしておりました。今は結構きれいになっ

ていますけれども、この地下には過去何年かの

廃棄物が相当量埋設されている状況でございま

す。

さらに１つ目の埋立処分場は、私が昭和63年

に採用されておりますが、その当時すでに埋立

てが終わっておりまして、これが２つ目の埋立

処分場ということになっております。

そこで、この２つ目の埋立処分場が平成２年

に供用開始されたんですけれども、平成２年か

ら16年の15年間使おうという計画で開設されま

した。ところが、まだ当時はバブルの余波もあっ

て、計画を上回る搬入量があったもんですから、

これはとてもじゃないけれども15年もたないと。

もう15年を待たずして満杯になるおそれが出て

きたということで、その当時の担当者が議論を

重ねてきたところでございます。

そのときに、まず焼却施設を建設するのか、

また新たな埋立処分場を造るのかという選択肢

があったんですが、先ほど申しましたように、

一般会計が60億円程度の非常に小規模な自治体

で、その当時30億円ぐらいかかると言われた焼

却施設を造るには、財政的に非常に困難だとい

うことで、それは断念しました。続きまして、

新たな埋立処分場を造ったらどうかという話も

ありましたけれども、今御覧になっている埋立

処分場を造る段階でも、当時は全てのごみを一

緒くたに入れている時代でしたので、悪臭であっ

たりとか、有害な虫とかカラス等が飛んでいる

ような非常に劣悪な環境であり、周辺住民の反

対運動が起こっていて、そこを何とか説得して

この２つ目ができているという状況でありまし

た。そのため、今後新たな埋立処分場の敷地を

見つけることは困難であろうということで、第

３の選択肢として埋立処分場の延命化を図ろう

と。延命化を図るために、徹底した分別を行っ

て、埋立ごみを減らそうという方向にかじを切っ

たところでございます。

大崎のリサイクルシステムといっております

が、一番左の1991年から99年まではごみの量が

増加しているような状況で、そこから分別を始

めると、分別品目数が増加するに従ってごみの

量は減少し、今では約80％を超えるリサイクル

率ということで、平成29年のデータまでです

が、12年連続で日本一のリサイクル率を誇って

おり、これに伴ういろんな視察研修でございま

すとか、修学旅行だとか、そのようなものが来

ているところでございます。

この行政の役割としましては、まず住民の理

解を得ないといけないということで、分別ルー

ルをつくったりだとか、住民への説明会等々を

重ねたと話を聞いております。当時は─今も

そうなんですけれども、非常に小規模な自治体

でございますので、担当職員が２人しかおらず、

その２人とそれから住民のリーダーさんの協力

を頂いて、約150の自治会をくまなく回ったとい

うふうに、当時の話を聞いているところでござ

います。

企業の役割としましては、分別を始めるとい

うときに、本町にはリサイクルセンターはもと

もとなく、中間処理の業者がありませんでした
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ので、大隅衛生というし尿処理の会社に、リサ

イクルセンター、廃棄物の分別を行う会社をつ

くってほしいと逆にお願いをして、新しいセン

ターを民間で造っていただいたという経緯がご

ざいます。

住民の役割としましては、ルールに従って徹

底した、きれいな分別を行っていただくという

ことと、各自治会単位でのごみステーションに

おける共同分別を行っていただいているという

ことで、リサイクルが始まってから約20年たっ

ておりますが、現在もまだ続いているところで

ございます。

結果的に分別によって、当初の目的であった

埋立処分場の延命化が図られまして、環境も非

常にきれいで、臭いもしなくなって、それから

収入が生まれました。本町の廃棄物処理費は約

１億円から１億2,000万円かかっているんです

が、それとは別に、金属や紙類といった資源ご

みの売却益金ということで、毎年600万円か

ら1,000万円程度─大体今の廃棄物処理費全体

の七、八％ぐらいになるんでしょうか─それ

ぐらいの売却益金が毎年町に入ってきておりま

して、それを各自治会の皆さんへ環境協力金と

いう形で交付をしたり、それから、後ほど申し

ますけれども、この益金を活用したリサイクル

奨学金というものをつくりましたけれども、そ

の原資として活用しております。

それから、民間に造っていただきましたリサ

イクルセンターは、新たにつくった企業ですの

で、約40名の雇用が生まれました。人口１万3,000

人を割るような我々の町で、約40名を雇用する

企業ができるということで、誘致というのはな

かなか難しいところですが、新たな企業誘致に

匹敵する効果が生まれたのではないかなと思っ

ております。

そこで、今はＪＩＣＡと連携して、開発途上

国と書いてありますけれども、インドネシアに

このリサイクルシステムの技術協力を行ってい

るところでございます。

この写真は、ＪＩＣＡ事業の様子でございま

す。平成24年にインドネシアのデポック市、バ

リ州、首都ジャカルタの３つの地域で技術協力

を行っておりまして、デポックとバリでは草の

根技術協力ということで、行政に入り込んで、

分別の手法であったりとか、行政関連の組織の

教育、コミュニティーの教育などを行ってきて

おります。

一番右がジャカルタの新聞なんですけれども、

ジャカルタ州知事に本町の職員が大崎システム

を説明しているところでございます。この前ジャ

カルタにおいて協定が結ばれたと思うんですけ

れども、ＪＩＣＡ事業を使いまして、本町のリ

サイクルセンターと同規模の、約10万人から15

万人規模の廃棄物をリサイクルする施設をジャ

カルタ州に立地するということが、予定として

進んでいるところでございます。

背景はこのような感じで、本町のＳＤＧｓの

根拠となったリサイクルというのが、一見順調

に来ているかのように見えるんですけれども、

ここに書いてあります「しかし」という非常に

ネガティブな表現のとおり、いろいろと新聞に

載ったりと脚光を浴びているんですが─地方

創生の本丸と言っていいんでしょうか、我々も

思っているんですが、やはり人口減少は多くの

地方自治体が抱えている課題でございまして、

年少人口、生産年齢人口と言われるような64歳

以下の担い手と言われる世代が、本町も加速的

に減少しているというような懸案がいまだに

残っております。2030年、あと10年もすると、

人口１万人をもう割ってしまうのではないかな
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ということで、非常に危機感を強く持っている

ところでございます。

そこで、増え続ける課題ということで、人口

減少や医療費の増加、空き家問題、担い手不足、

教育費がかかるなど、いろいろな課題は当然皆

さんあるわけです。

課題があることは当然分かっていて、どうす

るのかということなんですけれども、多くの企

業さんにしても行政にしてもそうなんですが、

社員が、職員が、人材が足りない、後継者がい

ない、財源がない、予算がないと課題だけは山

積していっているような状況でございます。

そのように危惧することが起こりますと、何

というんでしょうか、人間の性といいますか、

人のせいにしたがるということでしょうがない

のかもしれませんが、役場が何もしてくれない、

民間に元気がない、今の若者は元気がない、高

齢者が文句ばっかり言ってくるとか、どこの課

が、誰々がといった文句が─議員の皆さんも、

議員は何をしているんだとか、いろいろ批判を

受けることもあろうかと思うんですけれども、

文句を言うだけで結局何もしない、お互いに不

信感が募って、当事者意識が非常に低いと。だ

けれども、行政に何とかしろ、誰々が何とかし

ろ、企業が寄附をしてくれだとか、いわゆる高

い依存心だけは残ってしまう。

そこで、同じ課題を共有する仲間なのに、な

ぜ争うんだろうなと考えたときに、やはり地方

は徹底的に情報や知識、人材が不足しており、

それによる議論不足が原因ではないかと考えた

ところでございます。

ここで、何ていうんでしょう、特効薬という

か、これが全てではないんですけれども、一つ

の解決への糸口として、町職員、住民も含めて

自らがレベルアップするしかないと。１人前の

仕事を２人前できるようにしようだとか、ない

ものは外部から情報を得たり、人材を呼んでく

るしかない、雇用するしかないということで、

ないものをゼロから１でやるしかないと。

じゃあ、その方向で誰が何をどのようにやる

んだということが、いつも懸案としてありまし

た。

そこで、先ほど申し上げたようなリサイクル

の奨学金をつくろうという発想をしたときに、

その基になったのが、鹿児島県長島町のぶり奨

学金の取組で、そのプログラムを活用させてい

ただきました。ぶり奨学金の構想は慶應義塾大

学のＳＦＣ研究所と、鹿児島総合信用金庫の連

携の下でつくられたというお話を聞きましたの

で、本町もそこと協定を結ぶことになりました。

これが、2018年４月の南日本新聞の記事でご

ざいます。大崎町が奨学金創設と書いてありま

すけれども、いわゆる地方創生やイノベーショ

ンを行う人材の育成と交流に関することなどを

目的とした、大崎町リサイクル未来創生プログ

ラムの共同開発に関する連携協定というものを

締結しました。

この協定に入っている項目としては、（１）と

して地方創生、地方活性化、それから（２）で

先ほど申しましたリサイクル奨学金のパッケー

ジの開発、（３）で社会イノベーションを担う人

材の育成と交流ということで、これは特に重要

視しているところでありまして、やはり外から

来た人だけではなくて、地元にいる人間が変革、

いわゆるイノベーションというか、我々自体が

変わっていかなければ、育成されなければ地方

は変わらないだろうということに重点を置いて

おります。また（４）にそれぞれの持つ知的・

人的・物的資源の活用ということで、相互交流

を図って、それぞれの課題解決に駆使していき
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ましょうといった協定を結んでいるところでご

ざいます。

このような連携協定を結ぶなかで、いろんな

人材交流・研修事業を行ってきました。そのな

かで、外部の人材の方々が、本町の取組に非常

に共感されて、この大崎町の取組というのはま

さにＳＤＧｓですよというアドバイスを頂きま

して、本町が今までやってきた20年のリサイク

ルの取組を、ＳＤＧｓの経済、社会、環境とい

う３つの視点から再定義をしたところでござい

ます。環境面においては、リサイクル日本一と

いう実績もありますし、社会面では教育におけ

る奨学金の創設や、集合分別、ステーション分

別を実施していることが、そこに来ない方々の

安否確認につながるということ、また経済面に

おいては40名の雇用創出であると。いわゆる、

経済、社会、環境という３側面を整理して、国

のＳＤＧｓアワードに応募をしたわけでござい

ます。それが結果的に、2018年12月の第２回ジャ

パンＳＤＧｓアワードの副本部長賞受賞という

ことで、副本部長は官房長官ですので、現首相

である菅官房長官から表彰状を頂き、これが一

つの大きな転機になったと考えております。

このアワードは12月に頂いたんですけれども、

年が明けた１月14日に、鹿児島総合信用金庫で

あるとか慶応大学、ＪＩＣＡ、ソニーなどといっ

た方々が、博報堂と慶応大学の教授の指導の下

でフィールドワークを本町で行いまして、その

場におきましてＳＤＧｓ推進宣言というものを

町長が発表しました。

その後の３月議会におきまして、大崎町持続

可能なまちづくり推進条例を本町の議会で可決

いただいているところでございます。そこで、

本町が持続可能なまちづくりを推進していくん

だと、国連が定めたＳＤＧｓを進めていくんだ

という、町行政、議会一体となった意思表示を

行ったところでございます。

このような取組を経て、後ほど説明いたしま

すＳＤＧｓの未来都市計画の選定に向けて国に

応募したところ、2019年の７月に、また首相官

邸におきまして、令和元年度のＳＤＧｓ未来都

市に選定されて、全国に10都市だけのモデル事

業にも採択されたという状況になっております。

これから何をするのかということで、未来都

市計画を書かせていただいております。詳しく

は後ほど、中村からお伝えしますけれども、大

崎のリサイクルシステムを起点とした世界標準

の循環型地域経営モデルということで、人材育

成研修事業であるとか、リサイクルをもう少し

高齢化社会に向けて楽にしようだとか、グロー

バルな教育だとか、さまざまな取組を今後進め

ていこうじゃないかと考えているところでござ

います。

この未来都市をどのように、誰と進めていく

かということもありますけれども、先ほど来申

し上げておりますように、連携協定をきっかけ

に、いろんな外部の方々が来られるようになり

ました。本町といたしましては、総務省の地域

おこし企業人プログラムでありますとか、協力

隊制度、このようなものを活用して、人材を登

用して招聘しております。

また、本町のほぼ中心部に、鹿児島総合信用

金庫さんの大崎支店の空き店舗がありまして、

モデル事業でリニューアルして、右下の画面に

ありますように、いろんな方々─これは外国

人の方がちょうど来られているときだったんで

すが、いろいろとワークショップをやったりだ

とか、地域の交流拠点、ＳＤＧｓの交流拠点と

して活用させていただいているところで、本町

もプラットフォーム的な役割を果たしていると
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ころでございます。

先ほど申し上げたお互いの不信感、依存心と

いうものがありましたけれども、誰が悪いでは

なくて、町も民間もやるよ、若者も高齢者も動

くよ、どこどこの課も一緒にやるよ、というこ

とで、批判ではなく議論をしようと、不信感か

ら連帯感に変えようということで、同じ課題を

共有する仲間として、情報・知識・人材を共有

して、当事者として議論、行動を行っていきま

しょうということで、今回の、最後ですね、未

来都市計画の達成のために、持続可能な世界標

準のために、まちを多種多様なステークホルダ

ーでともに創っていきましょうとしております。

これはＳＤＧｓの17番目のパートナーシップが

当てはまるのかもしれませんが、このようなこ

とをどんどん進めていくということで、まとめ

をつくってあります。

結局ＳＤＧｓの未来都市計画、未来都市に選

定されたのも、もともとＳＤＧｓが始まったか

ら、国連が採択したからうちが何かをやったと

いう意味合いではなくて、本町の場合は埋立処

分場が逼迫している、そこを何とかしないとい

けないという危機感から、課題解決のために行っ

たリサイクルの取組が、いわゆるＳＤＧｓの視

点に合致していたというような感じを受けてお

りまして、今回の宮崎県議会様の視察の申出が

あったときも、うちでいいのかなという不安も

あったところなんですが、今日はあるがままを

お話しさせていただきました。

未来都市に選定されるまでの説明は以上でご

ざいます。

続きまして、未来都市計画につきましては、

中村のほうから説明させていただきます。

○中村課長補佐 それでは、私のほうで、未来

都市計画について抜粋して御説明させていただ

きます。

先ほどの中野の説明と重複する部分がござい

ますけれども、そこは割愛をさせていただきな

がら御説明させていただきます。

まず、資料の１ページにあります町の特性と

現在の姿、こちらにつきましては、先ほどの説

明と重複する部分が多いですので、後ほど御覧

ください。

先ほどの中野の説明にもございましたが、大

崎町としましては、大きく５つの課題を抱えて

おります。１つ目に、過疎化・少子高齢化に伴

う人口減少によって、産業の担い手不足が既に

起きている。２つ目に高齢者や外国人技能実習

生などの定住外国人の増加によって、ごみの分

別収集に苦慮している人が増えてきている。３

つ目に高齢者の増加に伴って、大崎町全体の埋

立てごみのうち、１割を占める紙おむつが増加

してきていまして、いまだに紙おむつについて

はリサイクルができていませんので、埋立ごみ

が増加してきている。それと、４つ目として小

さな町ですので、町内には小中学校しかござい

ません。そういったこともあってか、大学等へ

の進学について伸び悩んでおりました。さらに

５つ目として、いまだに大崎町では女性議員が

誕生しておりませんで、それに代表されるよう

に女性の社会進出が遅れている状況にあります。

こういったことを踏まえまして、未来都市計

画をつくるに当たって、ＳＤＧｓに関しては、

もう全てそうなんですけれども、バックキャス

ティングと言われる手法を使って、未来都市計

画の策定に臨んでいます。あるべき将来像を描

いて、それに到達するためには何をすればいい

かということがバックキャスティングによる考

え方なんですけれども、まず、大崎町として

は2030年にこうあるべきだという３つの姿を想
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像しました。

１つ目に、持続可能な資源を循環型活用する

地域経営モデルで、本町には多くの特産品、豊

富な農畜産物がございます。それらを反映して、

食糧自給率400％を達成していますけれども、こ

れを維持していくと。あわせて、地域で生み出

される再生可能エネルギーを地域内で消費して

いくことで、地域内での資源循環を実現させた

いということを選びました。

次に、自ら課題解決するコミュニティーによ

る地域経営モデルということで、行政と民間が

協働で人材育成を行い、地域課題の解決に臨み、

さらにそれをビジネスとして構築するというこ

とを掲げております。

最後に、低コストで住民参加型が強みの世界

に応用可能な地域経営モデルということで、大

崎町の資源ごみの分別収集というものは、大規

模な施設を造るとか、そういったものではなく、

全国平均の半分以下のコストで廃棄物処理がで

きる仕組みでございます。さらに、これによっ

て雇用が発生するということで、この焼却場を

必要としない廃棄物処理の手法を世界へ展開さ

せて、廃棄物処理を通じて民間投資を呼び込ん

で、地域内の経済を活性化させるシステム、地

域経営モデルを構築するというものをあるべき

姿として掲げました。

これに向けて、先ほど説明しましたように、

アワードの受賞や、未来都市に認定されたりと

いうような流れになったところでございます。

次の４ページは、大崎システムを起点にした

世界標準の循環型地域経営モデルをポンチ絵に

落としたものでございます。

このポンチ絵に描かれたものは、2030年のあ

るべき姿と、それを実現をするために社会、経

済、環境の３面でどういう取組をしていきなが

ら─それらを相互に連携させ、一つの側面で

はなく、複数の側面で効果が生じるためにはど

うすればいいかというものでございます。

大崎システムは、我々大崎町が１万3,000人弱

ですけれども、今、実績として人口１万人地域

で既に成立しているシステムということで、世

界でごみ分別に悩みつつも、焼却炉を造るよう

な大きな投資ができない地域、人口１万人地域

で十分活用できる、十分展開できるという考え

に、我々は計画をつくるに当たってたどり着い

たところでございます。こういったことを展開

するための人材育成であったり、あるいは、こ

れらを達成するためのＳＤＧｓ版の総合戦略を

つくっていくという作業を、未来都市計画の策

定後に進めてきたところでございます。

次に、2030年のあるべき姿を達成するための

優先課題を３側面それぞれに掲げております。

経済面におきましては、先ほどの鹿児島総合信

用金庫の空き店舗を活用した交流拠点が国際し

ごと・人材センターになっておりまして、そこ

を通じて、大崎型のリサイクル課題解決ビジネ

スを創り出し、それを展開していくということ

を掲げております。さらに、こちらを通じて人

材育成や企業支援による社会課題解決ビジネス

を構築していこうとしております。

社会面においては、町の資産価値を高める教

育を中心とした、ひとの可能性が広がる多文化

共生社会の実現ということで、増加する外国人

技能実習生、あるいはなかなか伸び悩んでいる

大学等への進学率といったものを、多文化共生

の実現、あるいは教育の充実によって解決し、

町自体の魅力を向上させることで町の資産価値

そのものを上げていこうというものです。

環境面におきましては、これまで行ってきた

リサイクル事業について、高齢者の増加や外国
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人技能実習生の増加により、なかなか分別が困

難な方々が増えてきています。また、町民に定

着してきてはいますが、リサイクルがもっと楽

になってほしいという声もあります。そこで、

より簡単で取り組みやすいリサイクルというも

のを世界に展開して、なおかつエネルギーを地

域内で生み出して消費するという循環によって、

サーキュラーモデル、循環型計画を実現してい

こうといったものを優先的なゴールとして掲げ

ました。

これらの優先課題を達成するために、６ペー

ジの取組を行っております。

米印をつけているのがＳＤＧｓモデル都市と

して選定されて、昨年度、対象事業として実施

したものです。

大きく分けて３つございますが、１つ目がＳ

ＤＧｓ型自治体計画策定と廃棄物分野ＳＩＢ、

いわゆるソーシャルインパクトボンドの開発で

す。２つ目が、先ほど御説明しました国際しご

と・人材育成センターの設立。３つ目が、エネ

ルギーの地産地消とゼロウェイスト実現という

ことで取り組んでおります。

１つ目のＳＤＧｓ型自治体計画策定でござい

ますが、昨年度はＳＤＧｓ版の総合戦略を策定

いたしました。昨年度中に策定を終え、本年度

はＳＤＧｓ版の総合計画の策定を進めておりま

す。策定に当たっては、大崎町が持続可能であ

り続けるためにどうすべきか、あるいは2030年

にどういう大崎町であってほしいかという意見

を住民や行政の職員が出し合いながら、今、計

画づくりを進めているところです。

２番目の国際しごと・人材育成センターにつ

きましては、主にこれまでもリサイクルに対す

る研修事業、視察事業の問い合わせをいただい

て、実際に視察に来られる方も多いんですけれ

ども、こちらを視察研修ビジネスということで、

ビジネスモデルにして、そこで収益を得ていこ

うという事業を行っております。それによって

得られた収益をほかの分野にまた投資するとい

うことで、社会、経済、環境の相互が作用する

ような形でビジネスを起こしていくこととして

おります。

３つ目のエネルギーの地産地消とゼロウェイ

スト実現につきましては、現在、紙おむつの再

資源化の実証事業が進められておりますが、そ

ういった形でさらにごみを減らしていくという

こと、それから、併せてメタン発酵によるバイ

オマス発電の実証事業もしておりますけれども、

エネルギーの地産地消を目指すための取組を進

めております。

この取組を進めるに当たっては、７ページに

ございます推進体制によってＳＤＧｓの達成に

向けて取り組んでいくことにしております。先

ほども御説明いたしましたが、条例を設置し、

総合戦略を策定しました。現在、総合計画を策

定して、各種計画はおおむねそろうかと思いま

す。

町の組織体制としましては、まず、町長を本

部長とし、全課長で構成する未来都市推進本部

があり、また、事業全体の進捗状況を管理しな

がら、早期達成に向けて外部事業者と連携する

未来都市推進事務局は企画調整課が担っており

ます。それから、ＳＤＧｓを達成するに当たっ

て、各課全体で事業を進めていく、政策に反映

させることを目的とした未来都市推進準備委員

会を係長級で構成しております。また、若い目

線で2030年に向けた提案を求めるために、ネク

スト大崎町会議という若手職員の会もつくって

おります。さらに、一般公募の方々で構成され

る持続可能なまちづくり会議、そして、効果検
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証や大崎町の取組に対する評価や助言を頂く未

来都市評価委員会を設置しております。

ＳＤＧｓ達成に向けた取組を進めるに当たっ

ては、大崎町だけではなく広く利害関係者、ス

テークホルダーを確保しております。さらに、

今後も多くのステークホルダーの確保に努めて

まいりますが、現在の基本的な考え方としては、

町内の方やほかの地域の方、さらには海外の方

々と意見交換、連携しながら事業を進めていく

体制を構築するというものであります。

町内の主体としましては、もちろん大崎町民、

それとリサイクルを支え、担ってきた、ごみを

出す全ての住民が加入する衛生自治会、さらに

企業や金融機関ということで、リサイクル、分

別収集を担うそおリサイクルセンターなどがＳ

ＤＧｓの達成に向けてステークホルダーとして

加わっていただいております。

町外、域外の主体としましては、それぞれの

分野ごとに連携しておりますけれども、多文化

共生の分野では鹿児島大学、食料廃棄物の再資

源化による飼料ビジネスは宮崎大学、それから、

大崎町と鹿児島総合信用金庫による大崎町リサ

イクル未来創生プログラムの共同開発は慶應義

塾大学ＳＦＣ、紙おむつの再資源化の実証事業

はユニ・チャームさん、それから、インドネシ

アとの国際協力はＪＩＣＡと連携をしておりま

す。

計画の進捗状況ですが、分野ごとに分けて９

ページのほうに記載しております。

まず、①のＳＤＧｓ型自治体計画策定と廃棄

物分野のＳＩＢ開発につきましては、総合戦略

が完成し、総合計画を現在策定中であります。

３つ目のＳＩＢなんですけれども、昨年度、マ

ル優事業を活用しまして可能性調査を実施しま

したが、その中で、現時点においてはＳＩＢと

言われる手法はちょっと難しいという御判断を

頂きました。ただし、単なるごみ分別ではなく、

このごみ分別をつくり出したシステムのＳＩＢ

の可能性については、さらに検証を重ねていか

なければならないというような御指摘も頂いて

おりますので、今後、さらにこちらの取組を深

めていくということになります。

２つ目の国際しごと・人材育成センターにつ

きましては、昨年度、交流拠点の整備を行いま

したが、５つ掲げておりますソフト事業を今後

進めていくことしております。このソフト事業

を進めるうえで、中核を担う団体が近く設立さ

れる予定でございまして、その団体が中心となっ

て、ＳＤＧｓ達成に向けて取り組んでいくとい

うことになっております。

３つ目のエネルギーの地産地消とゼロウェイ

スト実現につきましては、ほとんどがリサイク

ルの分野になってきますけれども、紙おむつの

再資源化につきましては、既に実証事業が進め

られております。同じくメタン発酵式のバイオ

マスと食料廃棄物の再資源化による飼料ビジネ

スについても同じく実証中ということで、現在、

様々な形で実証事業が進められております。リ

サイクルを通じたインドネシアとの自治体連携

については、新型コロナの感染拡大により事業

が中断しておりましたけれども、つい先日協定

のほうが締結されて、今後、さらに大崎システ

ムのインドネシアでの展開が進められていくか

と思います。

これを受けまして、今後の予定と課題です。

まず、１つ目のＳＤＧｓ型自治体計画の今後

の予定としましては、２番目にあります総合計

画を来年の６月までには完成させることとして

おります。課題としましては、廃棄物分野のＳ

ＩＢについてさらに検討を進めていくべきだろ



- 11 -

令和２年10月27日（火曜日）

うという専門家からの御指摘も頂いております

ので、こちらについて再度可能性を検討してい

かないといけないと考えております。

２つ目の国際しごと・人材育成センターの今

後の予定としましては、１つ目の人材育成・研

修事業や、先ほど申し上げた団体が近く設立さ

れますので、来年度からは事業を本格化できる

と考えております。公教育を補完するキャリア

スポーツ塾、こちらについても先ほどの団体が

着手する予定で、５つ目のＳＤＧｓ型コミュニ

ティビジネスにつきましても、同じくその団体

が推進していくことになっております。今後の

課題としましては、運営団体の活動資金をいか

に獲得していくか、また、新たな連携先をいか

に確保していくかということがあります。総務

省や内閣府において、企業との連携や都市部か

らの資金の流入、人材の流入についてさまざま

な制度を整備していますけれども、それらの制

度を活用しながら活動資金や人材を獲得し、地

域課題の解決に当てたいと考えております。

最後に、エネルギーの地産地消とゼロウェイ

スト実現につきましては、紙おむつの再資源化、

メタン発酵のバイオマス、飼料ビジネスについ

て現在実証実験中です。実証実験を行った上で、

最終的には費用対効果も考慮しながら実現でき

るのか検討することとしております。なお、こ

のうち、紙おむつだけでも実施できるとなれば、

現在83％程度のリサイクル率が96％に届くとい

う予測もしておりますので、よりゼロウェイス

トに近づけると考えております。

こういった課題も抱えながらですけれども、

今後もＳＤＧｓ達成に向けて、大崎町として取

り組んでまいりたいと考えております。

以上、随分駆け足でしたけれども、説明のほ

うを終了いたします。ありがとうございました。

○満行委員長 ありがとうございました。ごみ

の減量化を切り口に、持続可能なまちづくりの

取組について、大崎町から御説明をいただきま

した。

委員の皆さんから、何かお聞きしたいことが

ありましたら、お願いいたします。

○山下委員 都城出身の山下です。よろしくお

願いします。

御丁寧な説明をありがとうございました。私

は、都城市ですから、お隣の曽於市、志布志市

は大変身近な存在だと、日頃から私たちは認識

しているんですが、都城志布志道路もどんどん

開通していくということで、より身近な立場に

なるなという思いなんですが、大崎町は、今説

明がありましたように、平成の大合併に加わら

ないで、自立の道を歩かれたということで、様

々な取組をされているんだなという思いで説明

を聞かせていただきました。

ＳＤＧｓ、持続可能な地域づくりということ

で、皆さん方がそれぞれいろんなアイデアを出

しながら取り組まれておるんだろうと思うんで

すが、一番大きな課題は、やっぱり人口減少へ

の歯止めだろうと思うんです。こういうまちづ

くりを進めるに当たりまして、人口減少への歯

止めなんかは、移住も含めて魅力あるまちづく

りを発信するんだという説明でしたけれども、

何かしら決め手になるポイント、その辺で気づ

かれていることがあったら、ちょっとお聞かせ

いただくとありがたいと思うんですが。

○中野課長 人口減少に歯止めをかけるという

ことでよろしいでしょうか。

○山下委員 はい。

○中野課長 そういうポイントがはっきり分

かっていれば─我々も非常に悩ましいところ

で、人口減少はもうやむを得ないだろうという
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ふうに考えております。

人口は減少ですけれども、その減少率をいか

に緩やかにしていくのかということと、あとは

人口ピラミッドを見たときに─これがポイン

トになるのか分かりませんけれども、やはりう

ちの町は、先ほど申しましたように、高校、大

学がないものですから、高校までは自宅から通

いますけれども、大学、専門学校以上に進学す

るときに町外に出ていくわけです。そのときに

急激に人口が減って、その後なかなか帰ってき

ていない。その結果、20代、30代の出産可能年

齢と言ったらちょっと失礼ですけれども、いわ

ゆる子育て世代が非常に少ないということで、20

代、30代の方にいかによく町に来ていただくか

ということ、そこがポイントだろうと思ってお

ります。

○山下委員 ありがとうございました。私は都

城なもんですから、大崎町も同じく農業が一番

盛んな地域だろうと思うんです。それで、今か

らの将来を考えると、農業、食料というのは一

番大きな魅力ある産業になってくるんじゃない

かなという思いなんです。世界の人口がどんど

ん増えていくわけで、人口減少というのは日本

だけですから。それを考えると、今回のコロナ

禍において、大変世界がパニックになりました

けれども、その中で食料というのが新たな見直

しをされてきたような気がするんですが、やは

り第１次産業、農業のいわゆる魅力発信─農

業を基にして大崎町の活性化という議論は、ど

の程度進んでいるのかお聞かせください。

○中村課長補佐 それでは、農業に関する議論

ということで、私のほうから答えさせていただ

きます。

先ほどの説明の中で、総合計画を現在策定し

ていると御説明しましたけれども、これをつく

るに当たっては、一般公募の方々や行政職員

が2030年のあるべき姿について、どういう町に

したいか考えたんですけれども、その中で一番

最初に出てきたものが、稼ぐ農業をつくる、農

業で地域が元気になっているということであり

ました。

では、これをどのように実現したらよいかと

いうことで、やはり農業の大規模化というのも

ありますけれども、大規模化に併せて地域内で

いかに消費するかというシステムもつくらなけ

ればならないということ。一方で、中山間地域

などで大規模化が難しい場所もありますけれど

も、そういったところでは、差別化というか、

こだわりの農業ということで付加価値を上げる

ような取組が必要だろうという考えに至ったと

ころです。

今出ているアイデアであったり、政策の総論

としては、そういったものが出ております。

○山下委員 ありがとうございました。資料の

中に、食料自給率400％という数字が出ておりま

したけれども、たしか私ども宮崎県で、食料自

給率は二百数十％だっただろうと思うんですが、

大崎町さんにおかれましては、本当に農業の活

力というのが─私どもも十分分かっています

から、ぜひ、その辺の農業の魅力発信、そして、

都会に出ている若者を呼び戻せる─私どもも

それも精いっぱい取り組んでいますから、また

いろいろアイデアの交換等をさせていただくと

ありがたいと思っております。ありがとうござ

いました。

○田口委員 延岡市選出の田口と申します。よ

ろしくお願いいたします。

まず１つ目は、慶応大学ＳＦＣ、湘南藤沢キャ

ンパスだと思うんですが、この連携の足がかり

は何だったのか、一部13ページの新聞の中に書
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かれておりますけれども、もうちょっと詳しく

教えていただきたいと思います。

○中野課長 ＳＦＣはおっしゃるとおり湘南藤

沢キャンパスでございまして、実は、私は今、

企画調整課におりますけれども、３年前まで環

境係でリサイクルを担当しておりました。以前

から、本町のリサイクルは毎年多くの方が視察

に訪れたりと、外からの評価は非常に高かった

んです。今でもやはり高い評価を受けているの

は自覚しているんですけれども。では、大崎町

民にとってはどうなのかという話になったとき

に、窓口に来られるお客さんからは、こんなの

面倒くさいだとか、こんなに高齢者も増えてい

るのにいつまでこれをやるんだなどと、いろい

ろな非難の声はやっぱりあるわけなんです。そ

こで、外向けには非常にいいんだけれども、こ

のリサイクルのすばらしさをどう町民に還元で

きるかということをずっと考えていたときがあ

りまして、ＪＩＣＡ事業がどんどん進んでいっ

て、小学生、中学生の交流事業をやっていけば

いいかなとか、最初はそういうことを思ったん

ですが、それ以前に、先ほど申しましたリサイ

クルによって益金が生まれてくるわけです。そ

こで、大学進学率─経済的な問題から進学を

断念せざるを得ない子たちもいるとお聞きして

いたので、このリサイクルで得た果実をどうに

か教育に使えないだろうかということで、奨学

金をイメージしていたんです。

そしたら、鹿児島の長島町というところが、

ぶり奨学金といって、あそこは漁業が盛んな町

なので、ブリが１匹上がったら１円基金を積む

というような制度をつくって、10年以内にその

町に大学を卒業して帰ってきたら、奨学金の全

額をその基金から返還するというような仕組み

があると聞いていたので、ああ、うちのリサイ

クルでこれができるぞと。リサイクルできれば

できただけ、やればやっただけ、子や孫のため

になるという仕組みができれば、今やっている

リサイクルが自分たちの子や孫のためになる、

還元になるんじゃないかということで、長島町

に問い合わせたところ、この制度が長島町と慶

応大学と鹿児島総合信用金庫さんとの連携協定

の下でつくられた制度だということが分かりま

した。そこで、早速、私が環境部署にいるとき

に、町長に許可を取って、連携協定の方向に動

いていったということでした。

これはまた余談なんですけれども、慶応大学

に担当の玉村教授という方がいらっしゃるんで

すが、その先生がたまたまＪＩＣＡ事業の評価

委員をされていまして、本町の取組をインドネ

シアでもう既に御存じだったということで、人

口１万3,000に満たない町が、インドネシアで成

果を上げている、どんな町なんだろうというこ

とで、もともとうちに興味は持っていらっしゃっ

たみたいなんです。なので、運がよかったとい

うか、縁があったというんでしょうか。

最初、奨学金をつくろうとスタートしたとこ

ろなんですけれども、いろいろな外的要因も重

なって、この連携協定に運ばれたというような

状態になっているところです。

以上です。

○田口委員 ありがとうございます。現時点に

おいても、慶応大学とは、連携を密にしながら

いろんなことを進めていらっしゃるんですか。

○中野課長 現在も、今はコロナ禍ですけれど

も、毎月１回は未来創生会議ということで、お

互い行ったり来たりしながら、いろんな課題解

決の提案をいただいているところです。

○田口委員 ありがとうございます。じゃあ、

ちょっと違う視点の質問なんですが、今の説明
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の中でずっと聞いておりましたら、条例の制定

というのが─議会が出てくるのはそれぐらい

かなという感じだったんですが、いろんな事業

を進めていく中で、議会に期待したこと、ある

いは議会がどのようなことをしてくれたのか、

その位置づけ等も含めてちょっとお聞きしたい

です。

○中野課長 議会の皆さんに期待したいことと

いいますか、本町でいいますと─どこもそう

なんでしょうけれども、我々もＳＤＧｓ、未来

都市計画、何を言ってるんだっていう話なんで

すけれども、やっぱりまだまだ認知度が低い状

態だったんです。ですから、ＳＤＧｓとはとい

うところから説明しないといけないというとこ

ろが、まずありました。

結果的によく議員から言われるのは、この取

組は大崎町民にどういうメリットがあるんだと、

やはり有権者、支援者を抱えていらっしゃいま

すので、そういう視点での質問というのはかな

り多かったのかなという気はしています。

ところが、先ほど、都城市の山下委員であっ

たりとか、田口委員もそうだと思いますけれど

も、何というんでしょうか、それぞれ自分のま

ちをどう活性化させていくかという話なんで

しょうけれども、農業にしても後継者がなかな

かいなかったりとか、企業誘致は結構やってい

るんですけれども、今、若い人たちが働きたい

職場とマッチしているのかと言われると、まだ

まだマッチしていなかったりするんです。なの

で、未来都市計画によって、若者に向けた新し

い仕事を創るんだというような意味合いで話を

したところでした。また、住民からかなり批判

も非難もあるリサイクルが、もっと楽になりま

すからとか、いろいろとそのようなお話をして、

何とか理解していただけたというようなところ

もあります。

今では、こうやって宮崎県議会さんなどいろ

んな方々が本町に訪れて、議会視察等も多くご

ざいますので、今やっていることは結構いいこ

となんだなということで、かなり理解はされて

きているのかなと─議会の皆さんに期待する

ものといえば、執行部は、何とか頑張ってやり

ますので、どうか理解してくださいとお願いし

て─といったことを期待しております。

○田口委員 分かりました。ちなみに、役場に

はＳＤＧｓのファシリテーターはいらっしゃる

んですか─いないですか。分かりました。じゃ

あ、いいです。

○武田委員 ありがとうございました。串間の

武田といいます。

七、八年前に、日南串間広域不燃物協議会で、

大崎町さんに研修に行かせていただいたことを

思い出しながら、それからＳＤＧｓに対してこ

うやって取り組んでいらっしゃるんだなという

ことで、本当に感銘を受けました。ありがとう

ございます。

この事業を海外に広げていかれることもすば

らしいんですが、隣、志布志市さんとか、曽於

市さんとか、東串良町さん辺りは、同じような

取組をされているのかどうか、ちょっとお聞き

したいんですけれども。

○中野課長 リサイクルですか。

○武田委員 リサイクル関係です。

○中野課長 リサイクルに対しては、志布志市

と本町は焼却炉を持っていないものですから、

同じ取組です。ほかの曽於市、鹿屋市、東串良

町には焼却炉はあるんです。あるんですが、焼

却炉に非常にコストがかかるということで、焼

却に頼らないための分別、というような観点か

ら視察に来られることは結構多くございます。
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○武田委員 ありがとうございます。

それから、2030年のあるべき姿の実現に向け

た優先的なゴール・ターゲットの中に、リサイ

クル事業をもっと楽にということが書かれてい

て、その次のページで、もっと楽にできるリサ

イクル機材の開発とありますが、これはどうい

う取組をなされているんでしょうか。

○中村課長補佐 まだこちらのほうは実現には

至っていないんですけれども、アイディア出し

の状態であります。大崎町は、27品目の分別を

しています。実際、27品目を家庭で分別をする

わけではなくて、10品目ぐらいに分けるような

かたちなんですけれども、例えばその数を減ら

すことで楽にするとか、あとは、分別でラベル

を剥がしたりといったことがありますけれども、

そういうことも一緒にできるとか。ほかには、

限られたスペースで、コンパクトに分別ができ

るというようなことも、もっと楽にできるとい

うことで─機材のアイデアも出てはいるんで

すけれども、その考えの行き着いた先というか、

今検討を進めているのは、商品そのものを変え

る努力、働きかけをしないといけないんじゃな

いかと。過剰包装などは、自然に、環境に優し

くないんだということを、商品を提供する側に

働きかけていくということも、最終的にもっと

楽なリサイクルにつながるんじゃないかという

考えも出てきているところです。

○武田委員 ありがとうございます。確かに27

品目と聞くと、もうそれを聞いただけで、頭が

おかしくなる、そんな感じを前回も受けたんで

すが、やっぱりそういう仕組みをしっかりとつ

くっていただいていて、町民の皆さんがしっか

りと対応されていることはすばらしいなと思っ

ていますので、ぜひ、これを日本の同じような

自治体に広げていっていただきたいなと思いま

すので、よろしくお願いいたします。

以上です。

○有岡委員 中村さんに、資料を通じて教えて

いただきたいのですが、町の中に、町民の立場

として日本一があるいうことは大変すばらしい

ことだと思っております。

まず、資料の２ページの中で、今、武田委員

からもありましたが、分別収集に苦慮している

人が増加するという現状、特に高齢者の方、外

国の方もそうですが、苦慮されるだろうと思っ

ておりますが、徳島県の上勝町というところで

は、分別をしっかりやる中で、分別したリサイ

クルの商品が大変優秀だと、リサイクルしやす

いと、そういう評価の仕方があるんです。そう

いった意味では、分別がしっかりできることに

よってリサイクルの成果も上がってくる─そ

ういった意味で、分別収集に苦慮する人たちに、

どのような対応が今後必要なのか、参考に教え

ていただければ、重ねてになりますけれども、

お願いいたします。

○中野課長 リサイクルが困難な方に対しては、

今、ごみ出しサポート事業というのも、並行し

て実際に行っております。要支援、要介護とか、

そういう認定を受けられた方は、御自宅からご

みステーションまで持っていけない方が多くい

らっしゃいますので、その方々のために、自宅

の庭先に置いておけば取りにいきますよという

取組であります。分別については、保健福祉課

やヘルパーさんなどで連絡会を開きながら、ヘ

ルパーさんに分けていただくなどで対応して、

御自宅まで取りにいくということは無料でやっ

ております。今、大体40人から50人ぐらいの方

が、多分本町では利用されているのではないか

なと思っておりますが。

○中村課長補佐 外国人の方もごみ出しに困っ
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ていらっしゃいますが、当然、言葉が通じない

ということはあるんですけれども─ごみ出し

をされる方が全員加入している衛生自治会には、

もちろん外国の方も加入をされています。この

衛生自治会を中心に、外国の方にもっと楽にご

みをだしてもらう、あるいは、ごみ出しを通じ

て外国人と仲よくなろうという動きが出ていま

す。大崎町の場合は、町内にいらっしゃる外国

人はほとんど技能実習生なんですけれども、そ

の勤め先の企業と連携しながら、外国人と仲よ

くなる、あるいはコミュニケーションを取れる

場をつくり出して、現在は、その地域ごとに違

いがありますけれども、地域のごみ分別のリー

ダーの方が、外国の方々と言葉は通じないなが

らも指導をしながら、あるいは分別収集の場所

で手伝いをしながら、ごみ出しのサポートをし

ているというところもあります。

現在は、分別収集というところからまた一歩

進んで、地域のコミュニティーに外国の方も入っ

てもらうようなところまで発展してきています。

これは、もう全て住民主導でやっていて、行政

主導ではないんですけれども、そういう動きも

出てきております。

○有岡委員 もう一点、９ページの資料の中か

らお尋ねしたいと思いますが、誰一人取り残さ

ないごみ集積所のデザインについて、このイメ

ージというのは、今、外国の方もそうでしょう

し、遠方の方でなかなか出せない方─そういっ

た意味で、デザインというのをちょっと説明い

ただければありがたいと思います。

○中村課長補佐 現在、大崎町にいらっしゃる

外国人技能実習生というのは、ベトナムの方が

多いんですけれども、以前は中国やフィリピン

の方が多かったです。今後、インドネシアの方

が増えるんじゃないかと言われているんですけ

れども、来られる外国の方が替わるたびに言語

に対応していくというのは、恐らく不可能じゃ

ないかというふうな発想になりまして、ピクト

グラムと言われる絵ですね、言語ではなく絵で

分別の方法とか種類とかを説明するデザインが

一番いいのではないかと言われております。今

後そういった、今は日本語で書いてある缶とか

ペットボトルとかありますけれども、それが絵

に代わっていくというようなことができればと

考えております。

○有岡委員 ありがとうございます。

○井本委員 こんにちは、お世話になります。

リサイクル率が日本一ということで、すごい

なと思うんですが、結局分別収集を徹底してや

ることによって、これは達成したんだろうなと

思っておるんですが、普通に考えると、細かく

細かく分別すると、費用がいろいろかかると、

費用対効果ということがいつも問題になるわけ

ですが、十分これで効果があると、コストに合っ

ているということでいいんでしょうか。

○中野課長 費用対効果については、本町の場

合は、焼却炉がもともとないものですから、新

たに焼却施設を造った場合のランニングコスト

が、大体毎年３億円ぐらいかかると試算された

んです。本町の場合は、分別を始める前の費用

が大体年間8,000万円ぐらいだったんですけれど

も、それが今でも１億2,000万円ぐらいで収まっ

ているところなんです。分別をしていなかった

ら、それが倍以上の３億円には跳ね上がってい

るはずなので、何ていうんでしょう、もともと

そういう基準を出していなかったものだから、

下がったというわけではなくて─今後、焼却

炉がなくなるような、更新時期を迎えるような

自治体の方々が視察に来られることも結構多い

んですけれども、やはり燃やさない─焼却を
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そもそも我々として否定しているわけではない

んですが、本町ぐらいの規模感でいうと、焼却

炉がなくても分別できますよね、廃棄物処理は

できますねというお話はしているところです。

環境省の報告で、大体１人当たりのごみ処理

経費が、全国平均で年間１万5,000円ぐらいかか

ると出ているんですが、本町は大体その半分ぐ

らいの7,500円とかで済んでおりますので、費用

対効果としては大きな成果なのかなとは思って

おります。

○井本委員 というと、リサイクルした代価で

人を雇えるほどではないということですね。

○中村課長補佐 リサイクルという取組、その

分別にかかる費用だけでいくと、雇用というの

は見えてこないんですけれども、結局リサイク

ルをする、実現させる、徹底してこの取組を進

めていくということに当たって、そおリサイク

ルセンターという企業が生まれました。ここで、

現在40人ほどが働いていますので、リサイクル

を通じて現状のような雇用が生まれたというふ

うに思っております。

そのほか、たしか宮崎県に本社があります山

崎紙源センターさんも、大崎町のリサイクルセ

ンターの隣に進出されて、紙ごみの処理という

ものに当たられていますので、そういった部分

で雇用というのが生まれていると思います。

○井本委員 ありがとうございました。頑張っ

てください。

○満行委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 よろしいでしょうか。ほかにな

いようですので、これで終わりたいと思います。

本日はお忙しい中、私たちの調査に御協力い

ただきまして、ありがとうございました。委員

一同、今日お伺いしたことを、しっかり今後の

委員会活動に生かしていきたいと思っておりま

す。大崎町様のますますの御隆盛を御祈念申し

上げまして、お礼としたいと思います。本日は

お世話になりました。ありがとうございました。

暫時休憩します。

午前11時21分休憩

午前11時22分再開

○満行委員長 では、委員会を再開します。

それでは、協議事項１の次回委員会について

であります。

次回委員会は、12月７日月曜に開催を予定し

ておりますが、執行部への説明資料要求等につ

いて、何か御意見や御要望はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 では、正副委員長に御一任いた

だきたいと思います。

最後に、協議事項２のその他で、委員の皆さ

んから何かございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 では、以上をもちまして、本日

の委員会を終了いたします。御苦労さまでした。

午前11時23分閉会
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